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(57)【要約】        （修正有）
【課題】  広角視野と倍率可変の拡大視野とを同時に観
察できるマルチビュー内視鏡を得る。
【解決手段】  内視鏡に第一の光学チャンネルと第二の
光学チャンネルを形成し、この第一の光学チャンネルに
体腔内観察物の広角視野を観察する広角観察光学系を設
けるとともに、第二の光学チャンネルに、体腔内観察物
との距離を変化させるべく進退可能にして、上記広角観
察光学系による観察範囲内の一部を拡大して観察する拡
大進退観察光学系を設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡に形成された第一の光学チャンネ
ルと第二の光学チャンネル；この第一の光学チャンネル
に設けられた体腔内観察物の広角視野を観察する広角観
察光学系；及び上記第二の光学チャンネルに、体腔内観
察物との距離を変化させるべく進退可能に設けられた、
上記広角観察光学系による観察範囲内の一部を拡大して
観察する拡大進退観察光学系；を備えたことを特徴とす
るマルチビュー内視鏡。
【請求項２】  請求項１記載のマルチビュー内視鏡にお
いて、拡大進退観察光学系は硬性鏡からなり、第二の光
学チャンネル内において該チャンネルの軸を中心に回動
可能であるマルチビュー内視鏡。
【請求項３】  請求項１または２記載のマルチビュー内
視鏡において、拡大進退観察光学系には、焦点距離を変
化させるズーム機構が備えられているマルチビュー内視
鏡。
【請求項４】  請求項１ないし３のいずれか１項記載の
マルチビュー内視鏡において、広角観察光学系及び拡大
進退観察光学系には、焦点位置を調節するフォーカス機
構が備えられているマルチビュー内視鏡。
【請求項５】  請求項１ないし４のいずれか１項記載の
マルチビュー内視鏡において、拡大進退観察光学系は斜
視型であるマルチビュー内視鏡。
【請求項６】  請求項１記載のマルチビュー内視鏡にお
いて、拡大進退観察光学系は、第二の光学チャンネルか
らの突出部が湾曲走査可能な軟性鏡からなるマルチビュ
ー内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】本発明は、広角視野と拡大視野（広角視野
内の狭視野）を観察できるマルチビュー内視鏡に関す
る。
【０００２】
【従来技術及びその問題点】広角視野と拡大視野を観察
できる内視鏡は、例えば実開平１－１７２０１５号や実
開昭５４－３１３９０号によって知られている。しか
し、これらは広角視野、拡大視野ともに固定されてお
り、術者がその範囲を変更するには、体内挿入部全体を
体腔内で移動させて観察物との距離を変化させなければ
ならない。
【０００３】また、特開平８－３３２１６９号は、広角
視野内の目標物の周辺を目標物の移動に応じて拡大観察
範囲を移動させる装置を提案しているが、この装置は、
固定された（広角）視野内で撮像素子を移動させること
で観察範囲を変化させるという着想に基づくものであ
り、術者が広角視野内の一部を任意に拡大して観察する
ことはできない。
【０００４】
【発明の目的】本発明は、広角視野と拡大視野を観察で

2
きるマルチビュー内視鏡であって、広角視野内の一部を
任意の倍率で拡大観察できるマルチビュー内視鏡を得る
ことを目的とする。
【０００５】
【発明の概要】本発明によるマルチビュー内視鏡は、内
視鏡に第一の光学チャンネルと第二の光学チャンネルを
形成し、この第一の光学チャンネルに体腔内観察物の広
角視野を観察する広角観察光学系を設けるとともに、第
二の光学チャンネルに、体腔内観察物との距離を変化さ
せるべく進退可能にして、上記広角観察光学系による観
察範囲内の一部を拡大して観察する拡大進退観察光学系
を設けたことを特徴としている。
【０００６】拡大進退観察光学系を硬性鏡から構成する
場合、第二の光学チャンネル内において該チャンネルの
軸を中心に回動可能とすることが望ましい。このとき、
拡大進退観察光学系は斜視型とすると、観察範囲を変化
させることができる。拡大進退観察光学系はまた、第二
の光学チャンネルからの突出部が湾曲走査可能な軟性鏡
から構成することもできる。
【０００７】拡大進退観察光学系には、焦点距離を変化
させるズーム機構を備えることが好ましい。また、広角
観察光学系と拡大進退観察光学系にはそれぞれ、焦点位
置を調節するフォーカス機構を備えることが好ましい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図１ないし図９は、本発明による
マルチビュー内視鏡を硬性鏡に適用した第一の実施形態
を示している。この硬性鏡１０は、直線状の体内挿入部
１１を有し、この体内挿入部１１内に、第一、第二の光
学チャンネル１２、１３が形成されている。第一光学チ
ャンネル１２は、直線状筒部１２ａと、直角曲折筒部１
２ｂと、直線状筒部１２ａと平行をなす直線状筒部１２
ｃとを有していて、全体としてクランク状をしている。
一方、第二光学チャンネル１３は、直線状筒部１２ａと
平行をなす直線状筒部１３ａを有し、直線状筒部１３ａ
の後端部は、操作部１４において開放されている（図
２）。
【０００９】第一光学チャンネル１２の直線状筒部１２
ａには、その先端部から順に、広角対物レンズ１５を構
成する負レンズ１５ａと正レンズ１５ｂと、複数（図示
例では４群）の同一のリレーレンズ１６ａからなるリレ
ーレンズ群１６とが固定されている。そして、直角曲折
筒部１２ｂと直線状筒部１２ａ、１２ｃとの接続部には
それぞれ、各筒部に対して４５゜をなす互いに平行な第
一ミラー１７及び第二ミラー１８が固定され、直線状筒
部１２ｃ内には、フォーカスレンズ（結像レンズ）１９
と広角視野用ＣＣＤ２０が位置している。
【００１０】これらの広角対物レンズ１５から広角視野
用ＣＣＤ２０に至る要素は、広角観察光学系Ｗを構成し
ている。図８は、この広角観察光学系Ｗの詳細図で、広
角対物レンズ１５による体腔内観察部の像は結像面１５
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ｉに結像し、この結像面１５ｉ上の広角視野画像は、リ
レーレンズ群１６の各リレーレンズ１６ａによりそれぞ
れの結像面１６ａ’に順次結像されて伝達され、リレー
レンズ群結像面１６ｉに再結像する。そして、このリレ
ーレンズ群結像面１６ｉ上の像は、第一ミラー１７と第
二ミラー１８により曲折された光路を経て、フォーカス
レンズ１９を介して広角視野用ＣＣＤ２０上に最終的に
結像する。
【００１１】第二光学チャンネル１３の直線状筒部１３
ａには、拡大進退観察光学系ユニット（副硬性鏡、以下
進退光学系ユニット）３０が進退可能に挿入されてい
る。この進退光学系ユニット３０は、第二光学チャンネ
ル１３の直線状筒部１３ａに摺動自在に嵌まる直線状筒
部３１と、この直線状筒部３１の後端部に設けられた操
作部３２と、直線状筒部３１の操作部３２側端部に嵌め
た直進用ラックスリーブ３３とを有する。直線状筒部３
１には、その先端部から順に、負レンズ３４ａと視野方
向変換プリズム３４ｂと正レンズ３４ｃとからなる側視
型対物レンズ３４と、複数（図示例では４群）の同一の
リレーレンズ３５ａからなるリレーレンズ群３５とが固
定されている。そして、操作部３２内には、第１レンズ
群３６ａ、第２レンズ群３６ｂ及び第３レンズ群３６ｃ
からなるズームレンズ３６と、拡大視野用ＣＣＤ３７が
位置している。
【００１２】これらの側視型対物レンズ３４から拡大視
野用ＣＣＤ３７に至る要素は、拡大進退観察光学系Ｔを
構成している。図９は、この拡大進退観察光学系Ｔの詳
細図で、側視型対物レンズ３４による体腔内観察部の像
は結像面３４ｉに結像し、この結像面３４ｉ上の広角視
野画像は、リレーレンズ群３５の各リレーレンズ３５ａ
によりそれぞれの結像面３５ａ’に順次結像されて伝達
され、リレーレンズ群結像面３５ｉに再結像する。そし
て、このリレーレンズ群結像面３５ｉ上の像は、ズーム
レンズ３６を介して拡大視野用ＣＣＤ３７上に最終的に
結像する。拡大進退観察光学系Ｔによる体腔内観察物の
視野範囲は、図１に示すように、広角観察光学系Ｗによ
る体腔内観察部の視野範囲の一部であり、かつ、広角観
察光学系Ｗによる画像より拡大倍率が大きい。
【００１３】直進用ラックスリーブ３３は、その外面
に、軸線と平行な方向のラック３３ａと、径方向に突出
する回り止め突起３３ｂを備えている。硬性鏡１０の操
作部１４には、回り止め突起３３ｂを進退可能に係合さ
せ、直進用ラックスリーブ３３をその軸線方向のみに移
動可能にガイドする直進案内溝１４ａが形成されてい
る。操作部１４にはまた、ラック３３ａと噛み合うピニ
オン１４ｂとその回転操作ノブ１４ｃが形成されてお
り、回転操作ノブ１４ｃを正逆に回動操作することによ
り、直進用ラックスリーブ３３が軸線方向に進退する。
直進用ラックスリーブ３３には、該直進用ラックスリー
ブ３３を直線状筒部３１に嵌めた後固定する固定ねじ３
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３ｃが備えられており、この固定ねじ３３ｃを締めると
直進用ラックスリーブ３３と直線状筒部３１が一体化
し、緩めると直進用ラックスリーブ３３と直線状筒部３
１の相対移動（直進移動及び回動）が自由になる。第二
光学チャンネル１３の内周面には、直線状筒部３１との
隙間を液密に保持するとともに、直線状筒部３１の相対
運動に抵抗を与えるＯリング１４ｄ（図５）が設けられ
ている。
【００１４】第一光学チャンネル１２内に支持されてい
る広角観察光学系Ｗのフォーカスレンズ１９は、ピント
調節リング１９ａを正逆に回転させることにより、光軸
方向に進退する。図５に示すように、フォーカスレンズ
１９を固定したレンズ枠１９ｂには、径方向に突出する
半径方向ピン１９ｃが固定され、この径方向ピン１９ｃ
は、第一光学チャンネル１２（直線状筒部１２ｃ）を形
成する枠体１９ｄに固定したカム環１９ｅのカム溝１９
ｆ、及び枠体１９ｄに形成した遊穴１９ｇを通って、ピ
ント調節リング１９ａの内面に形成した軸線と平行な回
転伝達溝１９ｈに嵌まっている。従って、ピント調節リ
ング１９ａを回転させると、径方向ピン１９ｃを介して
レンズ枠１９ｂ（フォーカスレンズ１９）が回転し、同
時にカム溝１９ｆの形状に従って、レンズ枠１９ｂ（フ
ォーカスレンズ１９）が光軸方向に進退する。
【００１５】第１レンズ群３６ａ、第２レンズ群３６ｂ
及び第３レンズ群３６ｃからなるズームレンズ３６は、
第１レンズ群３６ａがフォーカスレンズ群、第２レンズ
群３６ｂと第３レンズ群３６ｃが変倍レンズ群である。
操作部３２には、第１レンズ群３６ａを光軸方向に進退
させるピント調節機構３８と、第２レンズ群３６ｂと第
３レンズ群３６ｃを所定の軌跡で光軸方向に進退させる
ズーム機構３９が支持されている。
【００１６】ピント調節機構３８は、フォーカスレンズ
１９を進退させる機構と同一の機構からなっており、ピ
ント調節リング３８ａ、第１レンズ群３６ａを固定した
レンズ枠３８ｂ、レンズ枠３８ｂから径方向に突出する
径方向ピン３８ｃ、枠体３８ｄに固定したカム環３８
ｅ、そのカム溝３８ｆ、枠体３８ｄに形成した遊穴３８
ｇ、ピント調節リング３８ａの内面に形成した軸線と平
行な回転伝達溝３８ｈを備えている。従って、ピント調
節リング３８ａを回転させると、径方向ピン３８ｃを介
してレンズ枠３８ｂ（第１レンズ群３６ａ）が回転し、
同時にカム溝３８ｆの形状に従って、レンズ枠３８ｂ
（第１レンズ群３６ａ）が光軸方向に進退する。
【００１７】ズーム機構３９は、第２レンズ群３６ｂと
第３レンズ群３６ｃに独立した光軸方向移動を与えるも
のであり、第２レンズ群３６ｂを固定したレンズ枠３９
ｂ’と第３レンズ群３６ｃを固定したレンズ枠３９ｂ”
にそれぞれ、径方向ピン３９ｃ’と３９ｃ”が固定され
ている点、カム環３９ｅに２本のカム溝３９ｆ’と３９
ｆ”が形成されている点（図６参照）を除き、基本構造
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は、ピント調節機構３８と同じである。すなわち、ピン
ト調節機構３８と同様に、ズームリング３９ａ、枠体３
８ｄに形成した遊穴３９ｇ、ズームリング３９ａの内面
に形成した軸線と平行な回転伝達溝３９ｈを備えてい
る。従って、ズームリング３９ａを回転させると、径方
向ピン３９ｃ’、３９ｃ”を介してレンズ枠３９ｂ’
（第２レンズ群３６ｂ）とレンズ枠３９ｂ”（第３レン
ズ群３６ｃ）が回転し、同時にカム溝３９ｆ’と３９
ｆ”の形状に従って、レンズ枠３９ｂ’（第２レンズ群
３６ｂ）とレンズ枠３９ｂ”（第３レンズ群３６ｃ）が
光軸方向に進退し、ズームレンズ３６の焦点距離が変化
する。より具体的には、第２レンズ群３６ｂの移動によ
り変倍作用が行われ、変倍に伴う焦点移動が第３レンズ
群３６ｃの移動により補償される。
【００１８】広角観察光学系ＷのＣＣＤ２０と拡大進退
観察光学系ＴのＣＣＤ３７はそれぞれ、信号ケーブル２
０ｂと３７ｂを介して、画像処理回路２０ａと３７ａ
（図７）に接続され、さらにモニタ４０に接続されてい
る。図１７は、モニタ４０の画像の例であり、広角視野
用ＣＣＤ２０と画像処理回路２０ａによる広角視野４０
ｗ内に、拡大視野用ＣＣＤ３７と画像処理回路３７ａに
よる拡大視野４０ｔが示されている。
【００１９】硬性鏡１０の操作部１４には、ライトガイ
ド４１が接続されている。このライトガイド４１は、そ
の一端部（前端部）が体内挿入部１１の先端部の照明窓
４１ａに臨み、他端部（後端部）が光源に臨んでいる。
このような照明装置は周知である。
【００２０】上記構成の本内視鏡は、例えば次のように
使用する。図１のように第二光学チャンネル１３内に進
退光学系ユニット３０をセットした状態において、体内
挿入部１１を体腔内に挿入する。そして、ライトガイド
４１による照明下で、広角観察光学系Ｗによる体腔内観
察物の画像を広角視野用ＣＣＤ２０上に結像させ、拡大
進退観察光学系Ｔによる観察画像を拡大視野用ＣＣＤ３
７上に結像させる。広角観察光学系Ｗのピント調整は、
ピント調節リング１９ａを回転させて行い、拡大進退観
察光学系Ｔのピント調整はピント調節リング３８ａを回
転させて行う。拡大進退観察光学系Ｔは進退光学系ユニ
ット３０の軸線の側方を観察する側視型であり、広角観
察光学系Ｗの観察視野の一部を観察領域としている。こ
のときのモニタ画像は、例えば図１７に示すように、広
角視野４０ｗ内に、拡大視野４０ｔが示されるため、術
者は、広角視野４０ｗ内の一部領域を拡大視野４０ｔと
して観察することができる。
【００２１】以上の観察状態において術者が拡大視野４
０ｔ内の画像の一部を拡大し、または拡大視野４０ｔと
してより広い視野を得たいときには、回転操作ノブ１４
ｃを介して進退光学系ユニット３０を進退させ、その先
端の側視型対物レンズ３４と体腔内観察物との距離を変
化させる。すなわち、回転操作ノブ１４ｃを介してピニ
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オン１４ｂを回転させると、ラック３３ａを介して進退
光学系ユニット３０が軸線方向に進退する。側視型対物
レンズ３４を体腔内観察物に近付ければより狭い範囲を
より拡大し、遠ざければより広い範囲の観察ができるこ
とになる。また、進退光学系ユニット３０を進退させる
代わりに（あるいは加えて）、ズーム機構３９のズーム
リング３９ａを回転させて拡大進退観察光学系Ｔの焦点
距離を変化させても、体腔内観察物の像を拡縮できる。
拡大視野用ＣＣＤ３７へのフォーカス調整は、ピント調
節機構３８によって行う。
【００２２】また、拡大視野４０ｔとして広角視野４０
ｗ内の別の部分を観察したいときには、固定ねじ３３ｃ
を緩めて直進用ラックスリーブ３３内で進退光学系ユニ
ット３０を回転させる。進退光学系ユニット３０の側視
型対物レンズ３４は、斜視型であるので、図１６に示す
ように、拡大視野４０ｔは広角視野４０ｗ内の偏心位置
にある。そこで、進退光学系ユニット３０をその軸線を
中心に回動させると、拡大視野４０ｔの視野中心４０ｃ
は、広角視野４０ｗ内で円４０ｘ上を移動していくた
め、拡大視野４０ｔ内の異なる位置を拡大観察できるこ
とになる。拡大視野用ＣＣＤ３７の画像処理回路３７ａ
には、進退光学系ユニット３０の回転量に応じて画像を
回転させ、拡大視野４０ｔが広角視野４０ｗ内では回転
しないように制御する画像回転制御回路を設けるのが好
ましい。
【００２３】図１０ないし図１２は、本発明による内視
鏡の第２の実施形態を示している。この実施形態では、
第１の実施形態の直進用ラックスリーブ３３、ピニオン
１４ｂ及び回転操作ノブ１４ｃを省略して単純化してい
る。この実施形態では、進退光学系ユニット３０の軸方
向への進退動作は、ラックピニオンによることなく、進
退光学系ユニット３０を直接押し引きして行う。操作部
１４には、進退光学系ユニット３０を操作部１４に固定
するための固定ねじ１４ｆが備えられており、この他の
構成は第１の実施形態と同一である。
【００２４】図１３、図１４は、本発明による内視鏡の
第３の実施形態を示している。この実施形態は、第１の
実施形態の進退光学系ユニット３０に代えて、体内挿入
部１１の第二光学チャンネル１３に軟性鏡５０を挿入し
た実施形態である。軟性鏡５０は、筒状部５１の先端部
に湾曲部５２を有し、後端部に湾曲操作部５３を有して
いる。筒状部５１の外周には、直進用ラックスリーブ３
３が嵌められ、固定ねじ３３ｃで固定されている。
【００２５】湾曲部５２は、湾曲操作部５３に設けた二
つの湾曲操作ノブ５４、５５により直交二方向への湾曲
操作が可能である。軟性鏡のこのような湾曲操作構造は
周知である。軟性鏡５０には、先端部に対物レンズ５２
ａが位置し、この対物レンズ５２ａで撮像された画像情
報が画像処理回路３７ａを介してモニタ４０に与えられ
る。第一光学チャンネル１２側の広角観察光学系Ｗは、
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第１、第２の実施形態と同一であり、本実施形態の軟性
鏡５０は、広角観察光学系Ｗより視野範囲（角）が狭い
拡大進退観察光学系Ｔを構成する。軟性鏡５０には、通
常の軟性鏡と同様に、照明系、送気送水系、鉗子チャン
ネル等の周知の要素が備えられている。
【００２６】この実施形態では、操作部１４の回転操作
ノブ１４ｃを回動操作することにより、軟性鏡５０を進
退させて、湾曲部５２先端の対物レンズ５２ａと体腔内
観察部との距離を変化させることができ、湾曲操作ノブ
５４、５５を回転させることにより湾曲部５２の方向を
変化させることができる。この実施例では、湾曲部５２
（対物レンズ）の方向は、第１、第２の実施形態に比し
てより自由に変化させることができるので、拡大観察位
置の選択の自由度が高い。この軟性鏡５０にも、湾曲部
５２の先端部と体腔内観察部の距離に応じて焦点距離を
変化させるズーム機構を内蔵させることができる。
【００２７】図１５は、本発明による内視鏡の第４の実
施形態を示す。この実施形態は、進退光学系ユニット３
０の軸方向移動及び回転動作をパワー化した実施形態で
ある。硬性鏡１０には、その後部に駆動ボックス１４Ｐ
が備えられており、この駆動ボックス１４Ｐ内に軸方向
移動モータ６１と回転用モータ６２が収納されている。
一方、体内挿入部１１の第二光学チャンネル１３に挿入
された進退光学系ユニット３０の直線状筒部３１は、駆
動ボックス１４Ｐ内に導かれていて、その外周には、筒
状ラック６３と歯厚ギヤ６４が固定されている。筒状ラ
ック６３は、周方向全周にラックを有するもので、軸方
向移動モータ６１によって回転駆動されるピニオン６５
と噛み合い、歯厚ギヤ６４は、回転用モータ６２によっ
て回転駆動される駆動ギヤ６６と噛み合っている。軸方
向移動モータ６１と回転用モータ６２はそれぞれ、軸方
向モータ制御回路６７と回転モータ制御回路６８に接続
され、両制御回路６７と６８は、操作スイッチ（例えば
フットスイッチ）６７ｓ、６８ｓに接続されている。
【００２８】直線状筒部３１の後端部は、該直線状筒部
３１の軸線に対して相対回転自在にして、操作部３２に
結合されている。すなわち、直線状筒部３１の後端部に
は外方フランジ３１ｆが形成されており、操作部３２の
外枠３２ａには、この外方フランジ３１ｆを回動自在に
支持する環状凹部３２ｂが形成されている。駆動ボック
ス１４Ｐと外枠３２ａには、互いに係合して駆動ボック
ス１４Ｐと操作部３２との相対回動を防ぐ規制突起１４
ｅと３２ｃが形成されている。この他の構成は、第１の
実施形態と同様である。
【００２９】従ってこの実施形態では、操作スイッチ６
７ｓと軸方向モータ制御回路６７を介して軸方向移動モ
ータ６１を正逆に回転させると、ピニオン６５、筒状ラ
ック６３を介して直線状筒部３１（進退光学系ユニット
３０）が軸方向に進退し、操作スイッチ６８ｓと回転モ
ータ制御回路６８を介して回転用モータ６２を正逆に回*
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*動させると、駆動ギヤ６６、歯厚ギヤ６４を介して直線
状筒部３１が回転する。筒状ラック６３は、その軸線を
中心とする回動位置に拘わらず常時ピニオン６５と噛み
合い、歯厚ギヤ６４は、ユニット３０の全移動範囲にお
いて駆動ギヤ６６との噛合を維持する軸方向長を有す
る。よって、第１の実施形態と同じ動作を手動でなく電
動で得ることができる。
【００３０】そしてこの実施形態では、直線状筒部３１
の回転は、固定されている駆動ボックス１４Ｐと操作部
３２に対して生じ、操作部３２（内の拡大視野用ＣＣＤ
３７）は回転することがないので、直線状筒部３１を回
転させて広角視野４０ｗ内の拡大視野４０ｔの位置を変
化させても、モニタ４０内で拡大視野４０ｔが回転する
ことがない。
【００３１】上記実施形態に示した広角観察光学系Ｗと
拡大進退観察光学系Ｔのフォーカス調整機構、及び拡大
進退観察光学系Ｔのズーム機構は、一例を示すものであ
る。この種のフォーカス調整機構やズーム機構は各種が
知られており、本発明がこれらの具体構造を問わないこ
とは勿論である。また、側視型の進退光学系ユニット３
０は、軸線を中心に回転させることにより、広角視野４
０ｗ内の観察位置を変化させることができるという利点
があるが、直視型を用いても一定の効果が得られる。
【００３２】さらに、広角観察光学系Ｗと拡大進退観察
光学系Ｔの深度が深い場合や拡大進退観察光学系Ｔ（進
退光学系ユニット３０）の進退距離が小さい場合には、
両光学系またはいずれか一方の光学系を固定焦点とする
ことも可能である。また、広角視野４０ｗと拡大視野４
０ｔは同一のモニタ４０内に表示するとしたが、両者を
別のモニタに表示してもよい。
【００３３】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、体腔内を
観察する際、広角視野と拡大視野を同時に得ることがで
き、さらに、広角視野内の拡大視野の像の大きさを可変
できるマルチビュー内視鏡を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるマルチビュー内視鏡を硬性鏡に適
用した第一の実施形態を示す要部の断面図である。
【図２】図１の硬性鏡から拡大進退観察光学系を抜去し
た状態の断面図である。
【図３】抜去した拡大進退観察光学系の断面図である。
【図４】拡大進退観察光学系から直進スリーブを外した
状態を示す断面図である。
【図５】図１の硬性鏡のフォーカス機構及びズーム機構
部分の拡大断面図である。
【図６】図５のズーム機構部分の展開図である。
【図７】図１の硬性鏡の信号処理系統を示すブロック図
である。
【図８】図１のマルチビュー内視鏡の広角観察系の光学
図である。
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【図９】同拡大進退観察光学系の光学図である。
【図１０】本発明によるマルチビュー内視鏡を硬性鏡に
適用した第二の実施形態を示す要部の断面図である。
【図１１】図１０の硬性鏡から拡大進退観察光学系を抜
去した状態の断面図である。
【図１２】抜去した拡大進退観察光学系の断面図であ
る。
【図１３】本発明のマルチビュー内視鏡において拡大進
退観察光学系を軟性鏡とした実施形態を示す断面図であ
る。
【図１４】図１３のマルチビュー内視鏡の操作部側の例
を示す正面図である。
【図１５】本発明によるマルチビュー内視鏡において拡
大進退観察光学系に回転機構を付与した実施形態を示す
要部の断面図である。
【図１６】本発明によるマルチビュー内視鏡の拡大視野
の広角視野内での移動例を示す概念図である。
【図１７】本発明によるマルチビュー内視鏡の広角視野
と拡大視野のディスプレイの例を示す概念図である。
【符号の説明】
Ｗ  広角観察光学系
Ｔ  拡大進退観察光学系
１０  硬性鏡
１１  体内挿入部
１２  第一光学チャンネル
１３  第二光学チャンネル
１４  操作部
１４Ｐ  駆動ボックス
１５  広角対物レンズ
１６  リレーレンズ群
１７  １８  ミラー
１９  フォーカスレンズ *
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*１９ａ  ピント調節リング
２０  広角視野用ＣＣＤ
３０  拡大進退観察光学系ユニット
３１  直線状筒部
３２  操作部
３３  直進用ラックスリーブ
３４  側視型対物レンズ
３５  リレーレンズ群
３６  ズームレンズ
３７  拡大視野用ＣＣＤ
３８  ピント調節機構
３９  ズーム機構
４０  モニタ
４０ｗ  広角視野
４０ｔ  拡大視野
４１  ライトガイド
４１ａ  照明窓
５０  軟性鏡
５１  筒状部
５２  湾曲部
５３  湾曲操作部
５４  ５５  湾曲操作ノブ
６１  軸方向移動モータ
６２  回転用モータ
６３  筒状ラック
６４  歯厚ギヤ
６５  ピニオン
６６  駆動ギヤ
６７  軸方向モータ制御回路
６８  回転モータ制御回路
６７ｓ  ６８ｓ  操作スイッチ

【図１】
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摘要(译)

（带更正） 要解决的问题：获得能够同时观察广角视野和变倍放大视野
的多视野内窥镜。 在内窥镜中形成第一光学通道和第二光学通道，并且
在第一光学通道中提供用于观察体腔中观察对象的广角视野的广角观察
光学系统。 光通道设有扩大的向前/向后观察光学系统，该系统可以向前
/向后移动，以改变到体腔中到观察对象的距离，并通过广角观察光学系
统扩大和观察部分观察范围。
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